
参考様式B5（自己評価等関係）

～ 2026年　2月　12日

（対象者数） 36 （回答者数） 22

～ 2026年　2月　12日

（対象者数） 9 （回答者数） 9

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1

活動ごとに育成目標を明文化し、個別支援計画と連動させる
ことで、支援の意図をより明確にする。

2

支援事例の共有を強化し、効果的な関わり方の再現性を高め
る。支援記録の質を向上させ、成長の可視化を進める。

3

定期的な面談機会を設け、活動の目的や成長の見通しを具体
的に伝える体制を整える。

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1

2

3

○事業所名 放課後等デイサービスここいく菰野教室

○保護者評価実施期間 2026年　1月　13日

○保護者評価有効回答数

2026年　1月　13日

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日 2026年　2月　24日

事業所の強み（※）だと思われること
※より強化・充実を図ることが期待されること

工夫していることや意識的に行っている取組等

○従業者評価実施期間

事業所の弱み（※）だと思われること
※事業所の課題や改善が必要だと思われること

事業所として考えている課題の要因等

自然環境を活かした体験型支援の充実 地域の自然環境を活用し、屋外活動や五感を使った体験活動
を積極的に取り入れている。実体験を通じて社会性や生活力
を育む支援を行っている。活動後には振り返りを行い、学び
を言語化している。

少人数ならではの丁寧な個別支援 児童一人ひとりの特性や発達段階に応じた関わりを行い、小
さな成功体験を積み重ねる支援を重視している。安心できる
関係性づくりを基盤としている。

安心できる環境づくりと家庭との連携 落ち着いて過ごせる環境設定を行い、情緒の安定を図ってい
る。送迎時や連絡帳を通じて家庭との情報共有を丁寧に行っ
ている。

放課後等デイサービス事業所における自己評価総括表公表
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